
為替週間展望＝ドル円は高値圏でのもみ合いか

　　　　　　　　　　［１１月１７日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    11 月 10 日～ 11 月 14 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  153.36   155.04(12)    153.36(10)    154.53   +1.11

ユーロ・ドル  1.1566   1.1656(13)    1.1541(10)    1.1641   +0.0075

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    50,376.53     +100.16     日本10年債利回り   1.710   +0.029

ダウ平均株価    47,457.22     +470.12     米10年債利回り     4.119   +0.023

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１７日　日本第３四半期ＧＤＰ１次速報

　　　　英１１月ライトムーブ住宅価格

　　　　日本９月鉱工業生産指数確報値

　　　　米１１月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　カナダ１０月消費者物価指数

１８日　米１０月輸入価格指数

　　　　米１０月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米９月対米証券投資

１９日　ＮＺ第３四半期生産者物価指数

　　　　日本１０月貿易収支、日本９月機械受注高

　　　　英１０月消費者物価指数、英１０月生産者物価指数、英１０月小売物価指数

　　　　ユーロ圏９月経常収支、ユーロ圏１０月消費者物価指数

　　　　米１０月住宅着工・許可件数

　　　　米FOMC議事要旨 (１０月２８、２９日開催分)

２０日　中国最優遇貸出金利（ローンプライムレート　１年　５年）

　　　　独１０月生産者物価指数

　　　　米新規失業保険申請件数、米１１月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　カナダ１０月鉱工業製品価格

　　　　米１０月景気先行指数、米１０月中古住宅販売件数

２１日　ＮＺ１０月貿易収支

　　　　日本１０月消費者物価指数

　　　　英１０月小売売上高

　　　　独１１月製造業ＰＭＩ速報値、独１１月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏１１月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏１１月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　英１１月製造業ＰＭＩ速報値、英１１月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　カナダ９月小売売上高

　　　　米１１月製造業ＰＭＩ速報値、米１１月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　米１１月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

※米政府機関閉鎖の影響で米経済指標の一部は発表が延期となる可能性がある。政府機

関の閉鎖解除に伴い、過去に発表延期となっていた米経済指標がイレギュラーで発表さ

れる可能性もある。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】１５５円を超えての円安進行については、一段の物価上昇への警戒

感が台頭するとともに、介入警戒感も高まりそうだ。米経済指標の発表もあまりない

中、ドル円は方向性を探る動きを続けるとみられる。明確なトレンドを描くような動き

にはなりにくいとみられ、レンジ相場が続くことになるとした。
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【米政府機関一部閉鎖は解除】

　米下院は東京市場の１３日午前（現地時間１２日夜）に連邦政府の一部閉鎖を解除す

るためのつなぎ予算案を賛成多数で可決した。すでに上院で可決している。その後、ト

ランプ米大統領が、つなぎ予算案に署名して法案は成立した。これにより米政府機関は

再開した。

　　

　１０日以降のドル円は１５３～１５５円台で堅調に推移した。１０日の東京市場の

朝、上院共和党のスーン院内総務が、つなぎ予算に向けて民主党の一部グループとの合

意を取り付け、予算成立に向けた環境が整ったことを示したことで、ドル買い円売りが

進行。ドル円は１５４円台前半まで上昇した。

　　

　１１日朝（現地時間１０日夜）、米上院はつなぎ予算案を賛成多数で可決した。ドル

円は１５４円台半ばで堅調に推移したものの、その後のＮＹ市場ではＡＤＰが週次の雇

用統計を発表。米民間雇用者数は１０月２５日週までの４週間平均で１万１２５０人減

少となった。これを受けてドル売りが進み、ドル円は１５３．６０台まで下落した。た

だし、売り一巡後は１５４円台を回復している。

　　

　１２日は米つなぎ予算案の成立への期待感からドル買いが優勢となり、ドル円は１５

５円台に乗せた。ただし、１５５円近辺では為替介入への警戒感もあり、上値の重い展

開となった。

　　

【米経済指標の発表スケジュールに注目】

　つなぎ予算案の成立により、市場の関心はこれまで公表が見送られていた米経済指標

の発表予定へと移っている。９月分の米雇用統計など一部の指標は近日中にも発表され

るとの見方が出ている。なお、政府機関の閉鎖が長引いたことで、データの集計ができ

ない経済指標も出てくるとみられる。

　　

　こうした中、ホワイトハウスのレビット報道官は１２日に１０月の米雇用統計と消費

者物価指数が公表できない見通しと伝えた。１３日に米国家経済会議（ＮＥＣ）のハセ

ット委員長は「１０月の米雇用統計は雇用者数は公表されるが、失業率は公表されな

い。１０月の失業率は永久に分からないだろう」と述べた。９月分の米雇用統計は来週

に発表される可能性があるとも述べた。データの連続性が失われることで、市場の混乱

が警戒される。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチによると、１２月のＦＯＭＣでの０．２５％の利下げ確率は

５０％前後となっている。今後の米経済指標や米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）関係者

の発言次第で、利下げ確率が高下するとみられる。

　　

　米経済指標の発表が再開された後、少し古い指標であっても弱い結果の指標が相次ぐ

ようなら、ドル売りの動きにつながるとみられる。そうした場合は１２月の米連邦公開

市場委員会（ＦＯＭＣ）での追加利下げの見方が高まりそうだ。一方で、強めの指標が

多いようだと、利下げ観測が後退して、ドル買いに傾きやすいとみられる。また、米政

府機関閉鎖の影響を受けない指標の結果にも左右されることとなりそうだ。

　　

　１５５円を超える円安進行については、為替介入への警戒感も高まりそうだ。ドル円

は堅調な推移を続けてきたものの、今後発表される米経済指標に左右されつつも高値圏

でのもみ合いが続くとみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１５２．００～１５

６．００円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、１７日に日本第３四半期ＧＤＰ１次速報、日本

９月鉱工業生産指数確報値、米１１月ＮＹ連銀製造業景気指数、１８日に米１０月輸入

価格指数、米１０月鉱工業生産・設備稼働率、米９月対米証券投資、１９日に日本１０

月貿易収支、日本９月機械受注、米１０月住宅着工・許可件数、２０日に米新規失業保

険申請件数、米１１月フィラデルフィア連銀景況指数、米１０月景気先行指数、米１０

月中古住宅販売件数、２１日に日本１０月消費者物価指数、英１０月小売売上高、米１

１月製造業ＰＭＩ速報値、米１１月サービス業ＰＭＩ速報値、米１１月ミシガン大学消

費者信頼感指数確報値などがある。

※これまでの米政府機関閉鎖の影響で米経済指標の一部は発表が延期となる可能性があ



る。また、米政府機関の閉鎖解除に伴い、過去に発表延期となっていた米経済指標がイ

レギュラーで発表される可能性もある。

　　

【ユーロドルは引き続き堅調な推移か】

　ユーロドルは５日に１．１４６０台まで下落したものの、その後は上昇に転じ、１３

日には１．１６台前半まで上値を伸ばした。ユーロドルの上昇の背景としては、１０月

２８日の１．１６６０台から１．１４６０台まで約２００ポイントの下落となったこと

で、テクニカル的に売られ過ぎ感が台頭したこと、さらに欧州中央銀行（ＥＣＢ）によ

る利下げサイクルが終盤にあるとの認識やドイツ景気の底堅さなどが挙げられる。

　　

　ユーロドルは５日移動平均線にサポートされて堅調に推移しており、２１日移動平均

線も上抜いてきた。１０月以降、２１日移動平均線が上値抵抗となり、その後再び下落

するケースが見られたが、今回は同線を上抜いている。こうした中、ユーロドルは引き

続き堅調な展開を見せるとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１５００

～１．１８００ドル。

　　

　ポンドドルはユーロドルと同様に、５日まで下落が続き１．３００ドル近辺まで値を

下げた。その背景には、ドルの堅調さや英国の財政懸念などがある。ポンドドルは安値

からは戻りを見せているものの、ユーロドルに比べると上昇の勢いは弱い。１３日発表

の９月と第３四半期ＧＤＰ（速報値）は市場予想を下回った。また、英国のスターマー

首相とリーブス財務相が２６日の予算発表を前に所得税率引き上げの計画を断念したと

の一部報道を受けて、１４日にはポンドが急落している。

　　

　ポンドドルは５日移動平均線を挟んでの振幅が続いており、２１日移動平均線には届

いていない。英国の財政懸念への警戒感は根強く、戻りは売りに押されて軟調な推移に

転じるとみられる。ポンドドルの目先の予想レンジは、１．２９００～１．３３５０ド

ル。

　　

　今後の日米以外の経済指標は、１７日に英１１月ライトムーブ住宅価格、日本９月鉱

工業生産指数確報値、１９日にＮＺ第３四半期生産者物価指数、英１０月消費者物価指

数、英１０月生産者物価指数、ユーロ圏９月経常収支、ユーロ圏１０月消費者物価指

数、２０日に中国最優遇貸出金利（ローンプライムレート　１年　５年）、独１０月生

産者物価指数、２１日にＮＺ１０月貿易収支、英１０月小売売上高、独１１月製造業Ｐ

ＭＩ速報値、独１１月サービス業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏１１月製造業ＰＭＩ速報値、

ユーロ圏１１月サービス業ＰＭＩ速報値、英１１月製造業ＰＭＩ速報値、英１１月サー

ビス業ＰＭＩ速報値などがある。
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